
ビジュアルアイデンティティについて

2024年6月8日 国際ロータリー第2650地区
公共イメージ委員会

ロータリーの名称やロゴの使用について、RIから示されているガイドラインを要約し
てお伝えします。



今日のポイント
「ロータリーのロゴとクラブ名を組み合わせる」



今日の内容

①ビジュアルアイデンティティとは？
なぜビジュアルアイデンティティが重要なのか？

②正しいロータリーロゴの使い方

③正しいロータリーロゴの作り方



ブランドって何？
語源は、
放牧している家畜に自分の所有であることを示すために焼印すること

・企業や商品の名前そのもの
・他社との区別・差別化
・消費者との接点（タッチポイント）
・あらゆる概念



ブランドと公共イメージの違い

ブランド：営利的（利益を求めるもの）

公共イメージ：非営利的（奉仕事業）

※目的は違うが概念は同じ



ブランド価値って？
品質や著名度、世間体など他と比べて現れる差

他と差を付けるためにマーケティング（宣伝）をおこなってきた
⇓

企業の行動がブランド価値となる時代
例えば、カーボンニュートラルやSDG‘ｓなど

社会的問題に取り組む事
地域貢献（若者の育成や伝統文化の継承）



ビジュアルアイデンティティとは？
（視覚的存在証明）

公共イメージを視覚的に統一して伝えること

シンボルマーク、ロゴデザイン、イメージカラー、名称などを
統一して使用することで、公共イメージを理解・浸透させるこ
とを目的としている

奉仕活動を公共に発信しロータリークラブの認知度を高めていく



ロータリーのロゴの種類

公式ロゴ 簡易公式ロゴ 誇りのシンボル

大きさや印刷する素材に
よって文字が潰れる場合
に使用してください。

誇りのシンボルには簡易
版は存在しません。この
まま使用してください。

ロゴを使用する場合、基
本的には公式ロゴを使用
してください。

×



公式ロゴ 簡易公式ロゴ

公式ロゴ 簡易公式ロゴ

ロータリーのロゴの種類



通常

アズール

ブラック

反転

反転+ゴールド

※誇りのシンボルも同様です。

ロータリーのロゴの色について



レッド

ブラック

反転

ロータリーのロゴの色について

ブルー

ブラック

反転



ロゴの使用について

公式ロゴや簡易公式ロゴを、クラブや地区がそのまま利用することはできません。
必ず地区番号やクラブ名と組み合わせて使用してください。

組み合わせロゴは、ブランドリソースセンターで作成してください。





適切でないロゴの使用例

ロータリーのロゴや誇りのシンボルは、他のビジュアルと組み合わせて使用
することはできません。必ず単独で使用してくだい。

このロゴマークは既に使用されていません。新たに作成するものについては、
最新のロゴ、シンボルを使用してください。過去に作成されたものにつきま
しては、更新時もしくは在庫がなくなるまで継続して使用していただいて構
いません。

ロゴや誇りのシンボルは、指定の色で使用してください。
また、大きさは縦横均等比率で拡大縮小して使用ください。



名称の表示について

クラブで行う奉仕活動や行事などに「ロータリー／Rotary」という単語を使用す
る場合、必ずクラブ名や地区番号を含めてください。
具体的には、「ロータリー○〇事業」ではなく、「△△ロータリークラブ○〇事
業」としてください。
また、行事等の名称にクラブ名を使用するのは、クラブが完全に管理するプロ
ジェクトに限定してください。





















2650地区HP→2650地区情報→各種資料→テーマ・ロゴ



ご清聴ありがとうございました。
ご協力をお願いいたします。
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